２００６年（　京都　）地区（　北　）ブロック共同宣教司牧の歩み

１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

分担された役割については各自なされているが、ブロック運営方針などの話し合いに十分時間が取れなかったり、司祭の指導や対話が少なく、若干不満もある。また、北ブロック内の修道会もミサの協力を願いたい。　

	１－B　司祭団と信徒との連携体制

それぞれ個人の役員ではなく皆で協力しながらいろいろな役事をこなしている。しかし、司祭も信徒も多忙なためか司祭と信徒との関りが希薄である。

	１－C　意見交換とコンセンサス

役員会･各部会などで信徒の意見も自発的に出るようになり、司祭と各々のタレントを理解しながら歩むことができるようになってきた。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて

	２－A　意思決定のプロセス

話しあう意思決定のプロセスを信徒がよく理解しており、評議会の審議は努めて福音の精神で分かち合うように努めているが、決定に対しての協力・意見の集約などに工夫が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	２－B　意見交換・意見集約方法

役員会、評議会各部会は毎月定期的に例会を開き、それぞれの場で意見交換や意見の集約を図っている

	２－C　情報の共有

評議会議事録、ブロック会議議事録を配布し、情報の共有化を図っている。ブロック広報誌では各小教区の行事やミサ時間を掲載している。

	２－D　小教区間の協力

信徒同志の繋がりで言えば、各々が実に深めているようであるが小教区間となると少し希薄になっている。　　


３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識

路上生活者への支援や、環境保護の活動を継続的に行われたり、他の教会や信徒以外の京都マック、産所関係の方も参加したバザーや、信徒養成講座などが行われている。　　　　　　　

	３－B　分かち合いと福音的識別

各部会、聖書に親しむ講座、祈りの学びへなどで分かち合いが行われており、共同体全体では昨年度は取り組んでいない。共同体としての福音が常に問題視されているが、その前に一人一人の福音が大切であると思う。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼

全員参加と役割分担については多くの信徒が参加しその精神は十分に生かされつつある
はじめて教会に来られた方々への紹介、ミサの説明などもおこなっている。　

	４－B　信仰入門・養成講座

信徒養成講座として聖書勉強会　、新キリスト教講座、聖書に親しむ講座、祈りの学びへ、聖なる読書の体験などの講座がある。

	４－C　リーダー養成・信徒養成

日常の活動を手伝ってもらう中で、自然に学んでもらうようにしている。　
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